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I. はじめに 

 高度経済成長以来、人口や企業本社が東京圏に一極集中し、さらに国内工場の海外移転

が進んだ。大都市大阪の経済は以上の経過をたどって衰退し、現在に至る。そこで注目さ

れているのが関西国際空港の更なる活用であり、その鍵となる観光行政だ。今回は関西国

際空港活性化から大阪の観光行政を見ていきたい。 

 

 

II. 観光とは 

(i) 観光の重要性  

① 経済・雇用への多大なる貢献 

 ・世界の観光産業は全 GDPの 9.4％⇔日本は全 GDPの 5.3％ 

  ・世界の観光産業による雇用は全雇用者の 7.6％⇔日本は全雇用者の 6.7％ 

     →世界との比較で劣っている日本の観光産業 

    

② 活力に満ちた地域社会・健康で文化的な生活実現の促進 

    ・何度でも訪れたくなるまち⇔市民がいつまでも住み続けたいまち 

    ・貴重な自然・歴史的資源・快適な住環境等の維持・改善 

    ・「地域ブランド」・「地域シンボル」の確立 

     →魅力あるまちの創造には市民・観光業界・行政の三位一体が必要 
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③ 国際相互理解増進・国際平和の実現 

・異文化交流を通じ相互理解を深め、新たな文化の創造 

・「観光は平和へのパスポート」 

 →平和創出効果が観光効果の最たるもの 

 

(ii) 観光行政 

・明治期に始まりその主な目的は外貨獲得であった 

・戦後のインバウンド政策からアウトバンド政策重視への移行が進む 

 →現在では見直しが進められている 

・多くの自治体では産業振興(商工・農林水産など)に位置付けている 

・近年では観光庁設置のように期待が高まっている 

 

(iii) 観光資源 

 ・観光者の多様な欲求を喚起し、充足させてくれる観光対象 

 ・大きくは自然資源・人文資源に分けられる 

 

 

III. 関西国際空港の現状 

(i) 開港の起源と運営実態 

    ・航空需要・騒音問題・事故のリスク回避のために代替空港の必要性が高まった 

    ・当時の内閣の方針により株式会社方式を取らせることになった(第 3セクター) 

     →伊丹空港と 7月から一体運営(新関西国際空港会社)することが決まっており 

      運営権を将来的には民間に売却する予定 

 

    ・単年度決算では経常損益と純損益が共に 10億円程度の黒字となった 

     →黒字は政府からの補助金年 90 億円に支えられており 

   多額の借金に伴う年 200億円の利子負担は賄いきれない 

 

(ii) 利点と問題点 

① 利点 

    ・国際線と国内線の乗り継ぎもスムーズで完全 24時間運営可能 

 ・アジア線のシェアが高く西日本におけるアジアとの玄関口の役割 

    ・国際物流の強み(阪神港に近く Sea＆Air輸送1に適している) 

    ・沖合に設置されたため、騒音等の公害は少ない 

 

                                                 
1 海上輸送と航空輸送を併用したもの。航空輸送の燃油高騰に伴った形で推進され始めた。 



3 

 

② 問題点 

・建設維持費用が高く巨費が必要 

    ・高い離発着料・空港使用料 

    ・欧米との需要・就航便数の少なさ 

   ・津波等災害時の安全確保への懸念 

    ・伊丹・神戸両空港との国内線の旅客の奪い合い 

    ・アジア最大級の仁川国際空港との競争に劣勢 

    ・交通アクセスの悪さ 

 

  

IV. 大阪府市都市魅力戦略会議 

(i) 設置の起源と目標 

大阪府市統合本部における決定に基づき、都市魅力創造の戦略を検討するため 

平成 24年 2月 9日に設置された 

 

(ii) 目標 

(1)都市魅力創造にかかる府市事業の融合･統合に関すること 

(2)都市魅力創造にかかるシンボルプロジェクトの検討に関すること 

(3)都市魅力創造にかかる府及び市におけるビジョン・計画、審議会等の一本化・             

再構築の検討に関すること 

 

 

V. 大阪府市都市魅力戦略 

(i) ３つの組織の設立 

① 大阪版アーツカウンシル2 

・大阪における文化活動の実態に合った助成制度へ 

・PDCAサイクル3の確立 

 

② 大阪観光局 

・観光振興と都市魅力構造を一体的に推進 

    ・組織力強化 

    ・稼げる仕組みづくり 

                                                 
2文化的な活動をする団体や事業に対する助成金の配分・額などを専門家の審査で決定し、

事後評価や調査研究によって検証する公的な第三者機関。 
3 事業活動における生産管理や品質管理などの管理業務を円滑に進める手法の一つ。 

Plan（計画）→ Do（実行)→ Check（評価）→ Act（改善）の 4段階を繰り返すことによ

って、業務を継続的に改善する。 
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③ 水と光のまちづくりオーソリティー 

・水と光の首都大阪の確立 

・重点統合推進のエンジンとなる組織の設立 

 

(ii) 「グラウンドデザイン・大阪」 

大阪府市都市魅力戦略会議で提案されている大阪都市創造のグラウンドデザイン 

① 誰もが投資したくなる世界・アジアの大都市としての地位確立へ 

・国際都市競争に勝てる大都市・大阪 

・便利な省エネ都市・大阪 

・都市魅力あふれる大都市・大阪 

・安全な大都市・大阪 

→新たな民間の取り組みを支援・誘導する 

 

② 実現に向けた取り組み 

・インフラ運営組織の一元化 

イ. 高速道路網の一元化 

ロ. 大阪港諸湾の一元化 

ハ. 市営地下鉄・鉄道各社のシームレス化・運賃値下げ等 

ニ. 関西国際空港と大阪国際空港の経営統合・民間業者への運営権売却 

     

    ・エリアのまちづくり推進の体制づくり 

イ. エリアのまちづくりは、地域の資源・ポテンシャルを活用し、府民・企

業の皆さんの幅広い知恵と実行力を集めることが必要 

 

ロ. 将来を見据えた大胆なまちづくりを進めるため、熟度に応じた街づくり

推進の仕組みを導入 

→BID4・協議会等 

 

 

VI. 関西国際空港へのアクセス改善 

(i) 鉄道 

                                                 
4Business Improvement District 

地域活性化（都市再生）の事業を進めるため、地域の合意を基礎に設立される組織。 

主財源は負担金であり、①組織運営・②プロモーション・③デザイン、経済立て直し 

を包括的に実施するエリアマネジメントを発展させたルール・資金等を含んだ総合的 

制度。日本では法的根拠がなく本格的な導入事例はない。 
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① 関空リニア 

・大阪国際空港の売却益 5千億で整備 

→「設置に 1兆 5千億円」  

 

    ・関空アクセス調査検討会 

     →国交省が設置 

 

② なにわ筋線 

・新大阪と JR難波・南海難波と接続 

  ・中間駅あり：2500億円(需要＝21万人・費用便益比＝1.74) 

  ・中間駅なし：1800億円(需要＝15万人・費用便益比＝1.90) 

 

③ 四つ橋線延伸 

・北は、西梅田からの延伸で阪急十三・新大阪へ接続 

 南は、なんばから南海難波へ接続 

 →南海線との車両規格の違い 

 

(ii) 関空タクシー 

・関空専属 

→仮に大阪市内へ送っても、帰りに客は乗せられない 

・大阪で一般的とされる「5000円以上半額」制度を導入せず 

・連絡橋の通行料金 400円から 800円が上乗せ 

→羽田空港タクシーの例から、北区と中央区に限り定額制導入 

 

(iii) 連絡橋 

・平成 15年度は 13回・平成 16年度は 19回列車運行中止 

 →防風柵の設置で年平均 3回に抑えられると予測 

 

・通行税 

   昨年 9月、泉佐野市が往復 100円の利用税を課す条例を可決 

   →4月に川端総務相(当時)が同意。課税期間 5年で年間 3億円の収入見込む 

 

VII. おわりに 

さきの東日本大震災以降、東京都への都市機能一極集中を危ぶむ声が聞かれている。そ

の中で大阪は日本第二の都市として、もっと魅力ある都市にならなければならない。その

中で重要なのはやはり外国との玄関口、関西国際空港とその活性化である。乗り越えなけ
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ればならない課題は多数あるが、行政と市民が協力して取り組む必要性は既に互いが認識

しているところである。また、今回の勉強会で、観光行政は単なる観光客の呼び込みを目

的としたものではないと理解していただけたのではないか。観光は莫大な経済効果を生み、

新たな観光産業に伴い雇用を促進し、インフラを整備させ、景観保護をすすめ、国際文化

交流を通じ、地域住人の生活の質まで向上させ得るのだ。一方的な衰退が進む中、今こそ

観光都市大阪の確立が求められているのである。 

 

 

                図 1(観光庁「訪日旅行促進事業」から抜粋) 

 

図 2 
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図 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：エリア別行程表 

 

 

図 2,3,4は「グランドデザインまとめ」：大阪府戦略本部会議資料から抜粋 
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防災拠点

大阪の生活文化の革新と発信

先進的な文化・産
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（真に必要な都市ストックの新設）

•来訪者との親交・信
頼を深める空間

•市民がくつろぎ、生
活のゆとりを楽しむ
空間

•来訪者との連携・協
働を促進する空間

•市民が働き、学び、
クリエイティブに生活
する空間
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